














　JST が教育支援と地域人材育成をねらいに展開している具体的な活動の 1 つに，「バイ











　以降の論の流れであるが，第 1 章では JST の活動の理念および活動の概要，第 2 章で
（1） カンボジア王国（KingdomofCambodia）は，東南アジアのインドシナ半島南部にある立憲君主制国家。
 人口は 1,601 万人（2017 年の国連推計），ポル・ポト政権時代の虐殺や内線の影響から若年層の比率が高く，
全人口の 8 割程度が農村部に集中するその一方で，首都プノンペンにも人口の 10% 以上が流入する。
 国民の 90% 以上がクメール語（カンボジア語）を話し，上座部仏教を奉ずるクメール人（カンボジア人）。
 同国の教育の概要については第 2 章第 2 節で言及することにする。
（2） シェムリアップ州の小学校・中学校・高等学校で受賞された 10 校のうちの 1 つである。
〔論　説〕
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　JST は，註 3 で言及したいきさつから日本での在住経験もあるカンボジア人のチア・ノ
ル氏が代表をつとめるローカル NGO であり，6 つの団体会員（ロータリークラブと
NPO）と 54 名の個人会員がサポーターとなっている（2019 年 1 月現在）。











































（4） JST ホームページ（http://jst-cambodia.net/about.html）（2019 年 1 月 7 日現在）
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（7） これまで，ロータリークラブや NPO 組織の寄付により，「アンコール・クラウ小学校」の 3 棟 9 教室とトイレ，
「モクネアク小学校」の 2 棟 10 教室，「コックチャーン小学校」の 1 棟 5 教室，「コンポンクディ小学校」
の 2 棟 10 教室，「スラエン小学校」の 1 棟 2 教室，「チョップ小学校」の 1 教室が建設されている。
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1 月 7 日現在）
（9） この「小さな美術スクール」と，ここで指導する邦人の元高校美術教師の笠原智子氏に関しては，『朝日新聞』
（2018 年 6 月 22 日朝刊）の「ひと」欄に取り上げられている。













　同国では，カンボジア王国憲法（1993 年 9 月 21 日採択，1993 年 9 月 24 日公布）第 68
条により，すべての国民に対して無償の初等教育，および前期中等教育の機会を与えるこ
とが定められた（10）。1996 年には 6・3・3 制を取り入れ，小学校は 6 年間（6～11 歳），前
期中等学校は 3 年間（日本の中学校に相当）（12～14 歳），後期中等学校は 3 年間（日本
の高等学校に相当）（15～17 歳）とした。なお，就学前教育は 3 年間（3 歳～5 歳），大学（高














校教育が午前 / 午後の 2 部制（3 部制も存在）なのはその 1 例である。
　カリキュラムに関してであるが，義務教育段階においては，国語 ･ 書き方 ･ 作文 ･ 算数・
歴史 ･ 理科などが中心であり，美術 ･ 音楽 ･ 体育はほとんど行われない。中学校から外国
語教育が加わり英語か仏語を選択する。課外活動・生徒会活動についてもそれほど活発で
（10） 義務教育段階は原則無料であるが，制服や学用品などの諸経費はその対象でない。





















 1990 年には，日本政府はカンボジアの政治勢力を集めて和平に向けた国際会議を東京で主催し，翌 1991 年
のパリ協定で和平が実現すると，1992 年に PKO に初めて自衛隊や警察官らを派遣した。
 その後の復興において，円借款を含む日本政府の援助額は，1992 年～2016 年までで累計約 27 億ドル（約 3
千億円）にのぼり，2010 年に年間の額で中国に抜かれるまでは一貫して最大の援助国であった。

































　【図表 2】は，バイヨン中学校の開校（2013 年）から現在（2019 年）までの生徒数の推
移を示したものである（16）。
　同中学には，学区内の 5 つの小学校の卒業生のほぼ全員が，11 月１日に毎年入学してくる。
さまざまな理由で中退した生徒（この辺りについては同節［3］で言及）が復学する事情から，
【図表 2：バイヨン中学校生徒数】














































計：135 名 計：297 名 計：460 名 計：474 名 計：504 名 計：516 名
（14） 小出「シェムリアップ MoiMoiライフ」『NyoNyum』2013 年 8 月号。
（15） 小出前掲記事，2013 年 12 月号。
（16） バイヨン中学校の校長室の黒板に記載されている数値に基づき作成。
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Sport：MoEYS」の統計（2017 年）によると，中学 1 年生の入学者数は，シェムリアップ
で計 18,505 人（男子：8,839 人，女子：9,666 人）であり，カンボジア全体では計 238,892 人
（男子：116,259 人，女子：122,633 人）である。中学 2 年生の入学者数は，シェムリアップ
で計 13,686 人（男子：6,031 人，女子：7,655 人）であり，カンボジア全体では計 189,748 人
（男子：89,881 人，女子：99,867 人）である。中学 3 年生の入学者数は，シェムリアップで
計 11,555 人（男子：5,112 人，女子：6,443 人）であり，カンボジア全体では計 157,402 人（男







　【図表 3】は，バイヨン中学の時間割である。図表中の 7 の数字は 1 年生，8 は 2 年生，
【図表 3：バイヨン中学校時間割】
（上 2つは 2・3年生を対象とした 1部の時間割，下 2つが 1年生を対象とした 2部の時間割）
（17） YouthandSports（MoEYS）（2017）Education Statistics and Indicators 2016-2017,PhnomPenh:MoEYS,
p.27.（https://drive.google.com/file/d/0B1ekqZE5ZIUJWldPLWx4MkZFOXc/view）（2019 年 1 月 7 日現在）
（18） UNESCOInstituteforStatistics：UIS.Stat（http://data.uis.unesco.org/Index.aspx）（2019 年 1 月 7 日現在）
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沖塩有希子：カンボジアにおける教育支援・地域人材育成に関する一考察




　同中学でも 2017 年度から午前 / 午後の 2 部制を採用しており，午前の 1 部（7 時～12 時，
50 分授業で 5 コマ，授業時間とコマ数は 2 部も同様）に 2・3 年生，午後の 2 部（12 時～
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　遺跡や環境保全に関わる学びも提供しており，2018 年 9 月には長期休暇の期間（9 月 1












り入れている。2018 年 1 月の 3 回目の運動会では，保護者が午前 3 時からボランティア
で作ったお粥を，午前 5 時に登校した子どもたちが食べてお腹を満たし（子どもたちの食

















































年には 3 種類の補習を用意している。「補習授業 1」は，新 3 年生全員を対象として，月
曜日～土曜日の午後 2 時～4 時に，数学・国語・英語の基礎的内容をバイヨン中学の教員
が無料で指導するものである。「補習授業 2」は，新 3 年生の一部を対象に，日曜日の午
前中に，数学・国語の発展的な内容を教科ごと 5 ドルの月謝を徴収してバイヨン中学教員
が指導するものである。「補習授業 3」は，新 2～3 年生を対象として，土曜日と日曜日の
午前中に，数学・国語・PC を新 3 年生と卒業生が無料で指導する形態をとっている。
2018 年の長期休暇中には「電気技術教室」も実施された。これもチョム・ルー校長によっ





さらには，生徒・教員・保護者・卒業生など総勢 250 名ほどが 5 台のバスで，フランス植
民地以前から栄えていたバッタンバン州の博物館・バナン遺跡・ブドウ畑などを巡る「バッ





給される額は生徒 1 人あたり 1.5 ドルということで，他の財源を確保しなければ学校運営
はうまく回らない。そこで，バイヨン中学には，日本をはじめとする支援者からの寄付金，
JST の会員費，JST 企画のツアーからの収益などが充当されている。ちなみに，2016 年
度に JST から同中学に投入された額は 8000 ドル――内訳は，学校整備費（作業員 2 名分
の給与を含む）：3000 ドル，教師の交通費：2000 ドル，伝統音楽授業の講師代：850 ドル，
JST スタッフによる音楽・美術・日本語・環境授業の際の交通費：620 ドル，サッカー試










前段として，バイヨン中学校の常勤教員に関わる情報（2019 年 1 月現在）を【図表 4】に
まずは示す。









№ 属性 最終学歴 担当職務または担当教科 在職期間 備考
1 48 歳・男性 教員養成センター 校長 2013 年～
2 30 歳・女性 教員養成センター 英語・クメール語 2016 年～
3 28 歳・女性 教員養成センター クメール語・道徳 2014 年～ 副業としてやまなみフリースクールでクメール語を指導
4 23 歳・女性 教員養成センター クメール語 2016 年～






7 27 歳・女性 教員養成センター 歴史・地理 2016 年～
8 27 歳・男性 教員養成センター ＋PannasastraUniversity 英語 2014 年～
副業としてやまなみフリースクー
ルで英語を指導
9 24 歳・男性 教員養成センター 体育 2015 年～
10 38 歳・女性 教員養成センター 物理・化学 2016 年～
11 29 歳・女性 教員養成センター 英語・クメール語 2017 年～
12 31 歳・女性 教員養成センター クメール語・道徳 2017 年～ 子ども同伴で勤務
13 34 歳・女性 教員養成センター 司書 2018 年～ 子ども同伴で勤務
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で結果的に学校から足が遠のく。バイヨン中学でも，卒業生では，第 1 期生：18 名（男子：
11 名，女子：7 名），第 2 期生：19 名（男子：10 名，女子：9 名），第 3 期生：22 名（男子：
15 名，女子：7 名），在校生に関しては，現 3 年生：22 名（男子：15 名，女子：7 名），






には高校が 2 校のみであり，生徒によっては自転車で片道 1 時間以上になる），学資の不
足（バイク通学をするためのガソリン代などのもろもろの経費を工面できない），保護者



















































ルバイトをしている生徒も 14 名を数える。アルバイト収入は，2 万～2 万 5 千リエルが
23 名と最多である。1 リエルは 0.03 円弱に相当するので，20,000 リエルは約 540 円，
25,000 リエルは約 680 円である。その使途としては（複数回答可），親に渡すと答えてい
る生徒が 42 名と圧倒的である。学校で必要なものを購入する費用に充てている生徒は 29
名である。学校の裏の売店で食料品の購入に使うと答えている生徒は 22 名である。ちな











　【図表 5】・【図表 6】はその男女別の数値である（27）。項目としては，（中学 1 年生の括り
【写真 5】（筆者撮影）
（27）「JST だよりvol.2」（2018 年 3 月）記載のデータに，筆者が若干の加工を加えている。










ただし，2018 年度の「学校保健調査」によると，日本の中学校 1 年生男子の平均身長は
152.7cm，平均体重は 44.0kg，女子の平均身長は 151.9cm，平均体重は 43.7kg（28）であるので，
（日本の生徒と比較することが妥当かどうかはあるものの）カンボジアの生徒の数値とは
開きがある。視力については，同じ調査で，日本の中学校生徒の視力非矯正者の裸眼視力
は，1.0 以上：42.31%，1.0 未満 0.7 以上：9.35%，0.7 未満 0.3 以上：12.76%，0.3 未満：7.20%
であるので，これと比較すればカンボジアの生徒のそれは良好といえる（29）。体重に関して，
ローレル指数の数値が 120～130 であれば標準，160 以上が肥満，逆に 100 未満は痩せ，
【図表 5：バイヨン中学校 1年生男子身体測定結果（測定日：2018 年 1月 18～19 日）】
年齢 人数
身長（cm） 体重（kg） 右視力 左視力 ローレル指数 貧困
家庭数平均 最小 最大 平均 最小 最大 平均 最小 最大 平均 最小 最大 平均
11 11 136.0 127.0 143.0 28.8 25.9 33.4 1.5 1.2 2.0 1.7 1.2 2.0 114.7 2
12 29 143.4 124.0 163.2 34.6 23.3 50.9 1.5 0.7 2.0 1.5 0.9 2.0 116.0 3
13 27 144.3 126.6 163.6 34.9 22.1 50.9 1.6 0.7 2.0 1.6 0.5 2.0 114.6 2
14 18 148.6 128.1 163.0 37.5 28.3 46.9 1.7 1.0 2.0 1.6 1.2 2.0 114.0 4
15 7 161.3 150.1 171.3 48.3 39.5 53.9 1.7 1.0 2.0 1.8 1.2 2.0 115.1 0
16 11 159.2 143.0 169.2 45.8 29.7 57.8 1.9 1.5 2.0 1.7 1.0 2.0 112.3 2




身長（cm） 体重（kg） 右視力 左視力 ローレル指数 貧困
家庭数平均 最小 最大 平均 最小 最大 平均 最小 最大 平均 最小 最大 平均
11 7 138.2 130.0 145.3 32.0 26.0 41.7 1.6 1.0 2.0 1.6 0.9 2.0 120.4 1
12 39 144.9 126.0 164.0 35.3 22.5 47.6 1.6 1.0 2.0 1.7 1.2 2.0 115.8 3
13 20 147.5 131.0 158.2 38.9 24.4 52.6 1.7 1.0 2.0 1.7 1.0 2.0 120.6 6
14 15 147.4 119.5 157.0 40.8 19.3 51.6 1.6 1.0 2.0 1.6 1.0 2.0 125.7 3
15 3 151.5 143.0 158.0 45.3 42.7 47.8 1.5 1.5 1.5 1.8 1.5 2.0 131.7 0
16 3 151.1 150.0 152.0 41.7 37.0 48.4 1.6 1.2 2.0 1.4 1.2 1.5 121.0 1
17 2 159.4 156.0 162.8 52.7 52.1 53.3 1.4 1.2 1.5 1.1 1.0 1.2 130.6 0
合計 89 14
（28） 文部科学省「学校保健調査」（http://www.mext.go.jp/component/b_menu/other/__icsFiles/afieldfile/2018/
12/21/1411703_03_1.pdf）（2019 年 1 月 7 日現在）
（29） ちなみに，数名の視力が悪いと診断された生徒については，席の並びの配慮を行ったという。
―66―




も触れている。1 年生で貧困家庭に指定された生徒は 27 名おり，そのうちの 11 名（約











加えた。第 1 章で JST の活動の理念および活動の概要，第 2 章では JST による教育支援・























































































　第 1 章では JST の活動の理念および活動の概要、第 2 章では JST による教育支援・地
域人材育成の実際、第 3 章では JST の教育支援・地域人材育成をめぐる背景としてバイ
ヨン中学校の生徒の様相について検討を加えた。
―70―
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